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多いが，各種害虫が越冬場所を離脱する前に実施する必
要があるため，遅くとも発芽前には作業を終えたい。ま
た，高圧洗浄機を利用する場合には，春に芽が膨らんで
から作業を行うと芽を傷つける恐れがあるため，注意が
必要である。

III　バ ン ド 巻 き

害虫が粗皮の下などの隙間に潜り込んで越冬する習性
を利用して，枝幹に巻いた人工物（バンド）で越冬場所
を与え，潜入した害虫ごと処分することで害虫の密度を
低下させる方法である。枝幹に巻くバンドの素材として
は入手のしやすさや作業性から段ボールが便利である
（図―5）。
青森県のリンゴ園で，樹に設置した段ボールのバンド

で越冬するのが確認された害虫種は，ナミハダニ越冬成
虫（図―6），ナシヒメシンクイ越冬幼虫（図―7）および
クワコナカイガラムシ越冬卵で，粗皮の下で越冬する害
虫と共通している。ただし，これらの害虫と同時に多く
のクモ類などの天敵もバンドに潜入して越冬するため，
バンドを除去した後に，トラップされた昆虫種を確認
し，天敵類を放虫してから処分するのが望ましい。公園
の緑地におけるマツなどの樹木で伝統的に行われてきた
こも巻きについては，トラップされた種類の多くを天敵
類が占めるなど，その効果を疑問視する研究結果（新穂
ら，2008）もあり，果樹園におけるバンド巻きの害虫抑
制効果についても科学的検証は必要であるが，自園地で
発生している害虫を把握するという意味でも，実施する
価値はあるものと考える。
バンド巻きと同様な原理であるが，害虫防除を目的と

していなくても樹体に巻き付けてある資材は害虫の越冬
場所となる場合がある。特に，支柱と樹体を固定するた
めに使用する紐や，枝吊りや誘引に使用する紐などの結
び目にはナミハダニの越冬成虫が多数見られる。これら
も翌年の発生源となるため，発生が多い場合は更新する
ことが求められる。

IV　剪定枝や落葉の除去

粗皮削りや枝幹に巻いたバンドの除去と同様に，越冬
害虫を除去して害虫の発生源を減らす方法として，剪定
枝や落葉の除去が挙げられる。ミダレカクモンハマキは
枝幹の表面に産み付けられた卵塊の状態で越冬し（図―
8），リンゴの展葉日頃（4月中旬ごろ）からふ化が始ま
る。トビハマキやリンゴコカクモンハマキの若齢幼虫
は，枝幹上のくぼみ，しわ，亀裂などに越冬巣を作り
（図―9），その中で越冬し，展葉期から開花期にかけて越

冬巣を脱出し，葉の加害を始める。リンゴハダニは 2～
5年枝の分岐部，芽の基部，樹皮のしわの部分などに産
み付けられた卵で越冬し（図―10），展葉期から開花期に
かけてふ化する。剪定枝を園内に遅くまで放置しておく
と，これらの害虫の発生源となるため，活動を開始する
前に園内から除去するなどして処分する。
キンモンホソガは最終世代の幼虫が加害した葉の被害

図－5　段ボール紙を用いたバンド巻き

図－6　段ボール製のバンドで越冬するナミハダニ成虫

図－7　段ボール製のバンドに作られたナシヒメシンクイの繭

161



46 植物防疫　第 80巻第 3号（2026年）

リンゴ害虫の物理的防除・耕種的防除

痕で蛹になり，そのまま落葉して地表面で越冬する。次
年度は展葉期ごろから成虫が羽化し始めるため，それま
でに落葉をかき集めて処分することで，初期密度を低下
させることができる。ただし，北日本の日本海側など積
雪が多い地域では，雪の重みによる圧死や落葉が密着す
ることによる死ごもりでほとんどの蛹が死亡する（山
田，1986）ため，落葉処理の効果は限定的である。それ
でも落葉処理は害虫だけでなく，黒星病などの被害落葉
で越冬する各種病原菌の密度低減にも効果がある（山本
ら，2008；赤平ら，2022）ため，総合的な病害虫防除対
策として実施する価値は高いものと考える。

V　栽培環境の整備

土着天敵の保護による害虫の発生密度の抑制は生物的
防除に分類されるが，土着天敵の保護に寄与する一つの
方法として園地の適切な下草管理があり，広義では耕種
的防除に分類することもできる。通常，リンゴ園の下草
は乗用草刈機を用いて月に 1～2回程度の除草が行われ
るが，これを無除草にするとカブリダニ類の発生が増加

し，リンゴ樹上のナミハダニの発生数が減少することが
明らかになっている（FUNAYAMA, 2016）。ただし，園地
における各種病害虫防除に用いる農薬は，カブリダニ類
に対して影響の少ない薬剤を選択するなどの配慮が求め
られる（岸本，2018；2020）。また，自然植生のまま無
除草にするとギシギシなどの草丈の高い雑草が繁茂して
作業性に支障が出るため，シロツメクサを播種して樹冠
下に優占させることで，適切な草丈を維持することがで
きる（FUNAYAMA, 2016）。
害虫の中には，新梢先端の柔らかい葉にのみ寄生する
種も存在する。そのような害虫に対しては，適切な新梢
管理を行うことで被害を抑制することが可能となる。例
えば，リンゴのアブラムシ類は新梢伸長が旺盛な 6月ご
ろに増殖するが，7月以降新梢伸長が停止すると密度が
低下する。また，ギンモンハモグリガの雌成虫は硬くな
った成葉には産卵せず，新梢先端の柔らかい葉にのみ産
卵するため，アブラムシ類と同様に新梢伸長が停止する
と発生密度は低下する。強樹勢や過度な夏季剪定は遅く
まで新梢伸長が続く原因となるため，適切な樹勢を保つ
ような剪定や施肥を行うことが求められる。
ハマキムシ類は新梢伸長期には，新梢先端の柔らかい
葉をつづって食害する。新梢伸長が停止する盛夏期以降
は，幼虫が成葉を重ねるようにしてつづり，その間に潜
んで葉を食害するが，果実肥大が進むと近傍の葉と果実
が接した状態になり，葉と果実の間に潜んで果実表面も
食害することがある。そのため，ハマキムシ類の発生が
多い園地では，果実周辺の葉を早めに摘み取ることで，
実害となる果実被害を減少させることができる。

お　わ　り　に

最近の温暖化の進行によって，リンゴでは果実の日焼
け被害や，降雹による果実被害を受ける頻度が高くなっ

図－9　トビハマキの越冬巣（幼虫が脱出した後）

図－8　ミダレカクモンハマキ越冬卵（卵塊） 図－10　リンゴハダニ越冬卵
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ている。これらの気象災害を防止するために，寒冷地果
樹でも樹冠上に遮光ネットを張ったり，多目的防災網を
整備したりする事例が出てきている。すでに海外のリン
ゴ園では防雹ネットが大規模に使用されているが，副次
的な効果としてコドリンガなどの害虫による被害抑制に
貢献している事例が報告されている（TASIN et al., 2008；
NELSON et al., 2023）ことから，今後，日本の害虫種でも
被覆資材による物理的防除の効果は検討に値するだろ
う。また，労働集約型産業である果樹栽培においては，
機械化も将来的な課題の一つであるが，すでに実用化さ
れている技術としてロボット草刈り機による下草管理が
ある（金井・好野，2020）。常時走行型の無人ロボット
草刈り機は下草を常に一定の状態に保つため，乗用草刈
機による除草に比べて下草環境の変化が小さい。刈高を
高く設定して草丈を保つことができれば天敵の温存に貢
献する可能性もあることから，今後の研究が期待され
る。物理的防除・耕種的防除は一つの技術で害虫の大幅

な減少を期待するものではなく，複数の技術を組合せる
ことで害虫密度や被害を効率的に抑制しようとするもの
であるので，今後も新しい技術の検証を重ねて，実用的
な IPMにつなげていくことが求められる。
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「殺虫剤」
●チオシクラム水和剤
22551：MICエビセクト水和剤（三井化学クロップ＆ラ
イフソリューション株式会社）2026/1/30

「殺菌剤」
●フルトラニル水和剤
16863：日産モンカットフロアブル（日産化学株式会社）

2026/1/7
19654：日産モンカットフロアブル 40（日産化学株式会
社）2026/1/7

●硫酸銅
7251：小名浜硫酸銅（小名浜製錬株式会社）2026/1/13
●フェナリモル水和剤

掲載は，種類名，登録番号：商品名（製造者又は輸入者）登録失効年月日。

16866：日産ルビゲン水和剤（日産化学株式会社） 
2026/1/21

「除草剤」
●イソウロン水和剤
14731：イソキシール水和剤 50（日本農薬株式会社） 

2026/1/29
●イソウロン粒剤
15623：イソキシール粒剤 4.0（日本農薬株式会社） 

2026/1/29
15993：イソキシール粒剤 1.0（日本農薬株式会社） 

2026/1/29
21635：クサキング粒剤（株式会社ニチノーサービス） 

2026/1/29

登録が失効した農薬（2026.1.1～2026.1.31）
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